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苫小牧市立凌雲中学校 

学校だより 

第２号 

令和8年5月29日（金） 

胸 を 張 り 

理想にもえる健康人 

肩 を 組 み 

平和で民主的な社会人 

賢 く 正 し く 

正義を愛し創造性豊かな文化人 

や り 通 そ う 

意志の強固な実行人 
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「当たり前」と「まさか」の間の日常 

校長 細 部 善 友   

 

新緑の色も深まり、風薫る季節となりました。大型連休が終わり、学校では「新入生」だった1年生も中学生の顔になり、

生徒たちの間に体育大会に向けた機運が広がり始めております。 

 さて、３年生は今月14日から２泊３日の修学旅行に行ってきました。中でも青森県弘前市・平川市で行ったファームス

テイでは、多くの生徒が農家の方々との温かなふれあいを通して、人とともに生きることの大切さを学んだと思います。ま

た、私たち引率教員にとっても、学校では見られない生徒たちの表情を見て、学びのある修学旅行となりました。 

 この旅行中の15日、宮城県沖を震源とする地震が発生し、緊急地震速報が発表されるなど一時緊張が走る場面もありま

したが、関係各所の迅速な対応により、すぐに全員の無事を確認し、保護者の皆様にお伝えすることができました。学校行

事は安全に終わることが当たり前ですが、こうしたまさかの事態に直面することもあるのだということを肌で知ることとな

り、やはり日頃からの備えはどんなところにも必要なのだという思いを新たにいたしました。 

 来月29日には、錦岡小学校と合同で大規模災害等を想定した生徒の引渡訓練を行います。これは、昨年中に二度も津波

警報が発表され、多くの市民が避難行動をとったことを受けて行うもので、生徒が学校にいる時間帯に大規模な災害等が起

きて生徒が帰宅できない状況になったとき、保護者の方に出迎えに来ていただき、確実に生徒をお渡しできるようにするこ

とを目的として行う訓練です。これまで明確にマニュアル化されてこなかった事柄であり、保護者の皆様にとっても、学校

にとっても初めての経験となるため、当日さまざまな「想定外」が起こる可能性は十分にありますが、これも大切な学びと

して次の訓練や実際の場面に生かせればと考えておりますので、何卒ご理解とご協力をお願いいたします。 

 話は修学旅行に戻りますが、1日目の夜、滞在先のホテルに東日本大震災で被災した方をお招きして当時のお話を聞く震

災学習を行いました。それまで平穏に暮らしていた家も町も一瞬にして津波に奪われたお話から、生徒たちは日常の「当た

り前」はいつなくなってしまうか分からないものなのだということを感じたと思います。 

 東日本大震災は、北海道で暮らす私たちにとっても決して他人事ではなく、平成30年に発生した胆振東部地震の際に

は、一時水や電気がなくなる事態を経験しました。このときは幸か不幸か真夜中の発災であったため、生徒の避難や引渡の

必要はありませんでしたが、ひとたび大災害が起これば、学校は地域防災の拠点となります。そんな中で登校している生徒

の安全を確保し、地域の皆様にも安全な避難所を提供することは、地域や保護者の皆様との連携がなければ到底不可能で

す。日頃何かとお忙しいこととは存じますが、災害はいつ、どこで起こるか分かりません。どうか保護者の皆様におかれま

しては、地域住民としても訓練にご参加いただきますとともに、ご家庭において今一度「まさか」のときの避難や連絡方法

などについて確認をするなど、十分な備えをお願いいたします。 

 なお、今回は防災に関する資料を同時に送付しております。今後の参考にしていただければ幸いです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の予定 

１（月）体育大会特別日課開始（～6/９）  
６（土）中体連（陸上・バレー・サッカ

ー・バド）  
７（日）中体連（バド・バレー・野球・ 

サッカー） 
８（月）体育大会総練習 
    SC（スクールカウンセラー）来校日 

１０（水）体育大会 
１２（金）体育大会予備日  
     漢字検定 
１３（土）中体連（野球・サッカー） 
１４（日）中体連（サッカー） 
１５（月）中央委員会・常任委員会 
１６（火）教育相談（24日（水）まで） 
１７（水）テスト計画表配付日 
２２（月）SC（スクールカウンセラー）来校日 
２５（木）高校説明会 
２７（土）胆振中体連（野球・バド） 
２８（日）胆振中体連（野球） 
２９（月）保護者への引き渡し訓練 
 
※スクールカウンセラーの利用を希望され
る場合は担任、教頭までご連絡ください。 

 

【凌雲魂】 
〇野球 
・苫小牧民報杯争奪東胆振中学校春季大会 
緑陵中拠点校A（凌雲・緑陵・啓明） 
１回戦 VS 啓北中拠点校A 
  ５対１  勝利 
２回戦 VS 緑陵中拠点校B 
  15対１ 勝利 
準決勝 VS 苫小牧東中拠点校A 
   ３対５ 惜敗  第３位    
緑陵中拠点校B 
１回戦 シード枠 
２回戦 上記の通り 
・全日本少年軟式野球北海道大会苫小牧予選 
緑陵中拠点校（凌雲・緑陵・啓明） 
１回戦 VS 啓北拠点校A     勝利 
２回戦 VS 苫小牧東部レイダース 敗退 
 
○バスケットボール（凌雲・緑陵） 
・春季大会 
男子 VS H．SUNZ ４７対５８ 敗退 
女子 VS 光洋・白翔 ５７対４４ 勝利 
   VS CRIAR   １９対７２ 敗退 
 
○バドミントン部 
・東胆振春季大会 
シングルス 
 女子 渡邊 絢香   準優勝 
    上田 詩音   ベスト８ 
 男子 伊藤 翔太   ベスト８ 
・苫小牧民報杯 
シングルス 
 女子 渡邊 絢香   ベスト４ 
・胆振春季大会 
シングルス 
 男子 伊藤 翔太   ベスト８ 

３年生修学旅行 
 岩手・秋田・青森の北東北３県に５月 14 日（木）～16 日

（土）の日程で行きました。多文化の東北から多くの刺激

をもらってきました。学びや反省を日常に結びつけること

が大切ですね。 

 

引渡訓練をおこないます！ 
 いつ、どこで起きるかわからない大規模な自然災 

害。おうちの人と一緒にいる時とは限りません。学 

校の管理下で有事が起きた場合に、保護者への引渡の手順を予め立てる

ことの重要性を感じているところです。   

大地震、大津波･･････。もしかしたら、先生も生徒も冷静さを保てない

かもしれません。そういった場合でもどこで、誰に、どのように記録する

のかなどの流れだけでも知ることで円滑な引渡につながることと考えて

います。ぜひこの機会に確認の方、お願いします。 

 

引渡日時 ６月２９日（月）１４：３０～１５：００ 

引渡場所 所属の各教室 

実施内容 引渡手順の確認（署名等 含め） 

     校地内における自家用車の移動方法 

※詳細は５月２１日発出のさくら連絡網で確認できます。 

  

生徒会活動活発化 
各学級の組織も決まり、生徒会活動が活発化してきています。生

徒総会では学級代表からの意見、質問に対して、生徒会役員がしっ

かりと答弁していました。また、先日にはPTA会長の嶋中さんと生

徒会の生徒が、直接地域について意見交換する機会がありました。 

 



いま一度確認しよう！家庭における災害への備え！

災害はいつ起こるかわかりません。
常日頃から非常持出品や非常備蓄品などをご準備いただくとともに、ハザードマップでご自分が

お住まいの周辺地域の避難場所や危険なエリアを確認するなど、「まさか」に備えましょう。

※こちらの
二次元コー
ドからご覧
ください。

※このリーフレットは、道が作成した「ほっかいどうの防災教育テキスト（知識編）」の49～50ページに掲載している内容を転載したものです。 ホームページは
このテキストでは、上記のほか、地震や津波、火山、風水害、雪害など、様々な災害への備えを紹介していますので、ぜひご覧ください。 こちらから。










